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はじめに 

本手引きは、地区防災計画を策定する際の手順、ポイントや補助金申請の

流れを記したものです。 

手引きのほかに、職員による説明会の実施や、計画例の提供を行っていま

すので、積極的に活用し、計画策定をとおして、地域防災力の向上を図って

いただきますようお願いいたします。 
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１ 地区防災計画とは 

 

これまで、国や都道府県、市町村単位で防災計画を定め、それぞれのレベル

で防災活動を実施してきましたが、東日本大震災において行政機能が麻痺して

しまい、地域住民自身による自助、地域コミュニティにおける共助が避難所運

営等において重要な役割を果たしました。  

その教訓を踏まえて、平成 25 年の災害対策基本法では、自助及び共助に関す

る規定が追加されました。その際、地域コミュニティにおける共助による防災

活動の推進の観点から、市町村内の一定の地区の居住者及び事業者（地区居住

者等）が行う自発的な防災活動に関する「地区防災計画制度」が新たに創設さ

れました（平成 26 年４月１日施行）。 

 

 

 

２ 地区防災計画を策定する際の市の支援 

 

⑴  防災学習会等の開催 

地区の防災学習会等に市職員を派遣して、策定についての説明や防災講 

演会を実施します。 

 

⑵  地区防災計画策定補助金 

  地区防災計画の策定を支援するために補助金をご用意しています。 

【内容】 

地区防災計画の策定及び訓練実施に係る経費  

補助率：５分の４（１組織 1 回） 

上限額：４００，０００円（小学校区、自治会連合会レベル） 

５０，０００円（単独の自主防災組織） 

※ 手続方法や様式は、P１２「４ 補助金申請の流れ」参照 

 

⑶  地区防災計画を策定した団体や、防災士の紹介 

地区防災計画策定を策定した団体や、市内の防災士を紹介します。 

計画や防災訓練の進め方についてアドバイスをいただくことができます。 

※ 防災士を取得する場合は、補助金（補助率１/２、３万円上限）をご用意

していますので、危機管理課へ事前にご相談ください。 
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３ 計画策定までの流れ 

 

策定する計画を地区全体で共有するため、まずスケジュールを作りましょう。

この手引きでは、次のスケジュール（例）に沿って、策定の進め方やポイント

などについてお知らせします。 

 

スケジュール(例) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 計画策定の主な担い手を決めましょう。 

（幅広い組織や団体、人材の参画を促し、組織化する） 

〇 地区での防災訓練や、研修会をとおして、地区全体の防災意識を高めましょう。 

〇 計画策定主体(学校区、自治会、自主防災組織単位など)や、計画の対象範囲、活動の

目的を決めましょう。 

〇 地区の自然特性や、災害履歴を知り、計画の対象となる災害を洗い出しましょう。 

〇 実際に、地区内を歩き、危険箇所などを確認して、地図に落とし込み、防災マップを

作りましょう。 

〇 検討した内容が実際に機能するのか訓練を通して確認し、検証しましょう。 

  訓練例…避難所運営訓練、安否確認訓練、避難誘導訓練、消火訓練 など 

 

〇 日ごろからの備えや、災害発生時の活動内容を検討し、実際に災害が起きた際に、ど

のような活動をするのか確認しましょう。 

〇 構成員の役割や、連絡体制、災害備蓄品などを確認しましょう。 

〇 訓練後、振り返りを行い、活動内容や体制を見直し、計画に反映しましょう。 
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〇 市の防災会議に対して、策定した地区防災計画(素案)を熊谷市地域防災計画に定めるこ 

とを提案します。熊谷市地域防災計画に定められることにより、市の防災活動と地区居住 

者等との連携が図られ、地域防災力の底上げに繋がります。 

熊谷市地域防災計画への盛り込みの可否を判断 

・提案書に不備はないか 

・活動の実態はあるか 

・地区の理解は得られているか 

・行政との連携は可能か など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 計画提案に必要な書類・資料等 

① 地区防災計画提案書 ➤ P１７「地区防災計画提案書」（正・副各 1 通提出） 

② 地区防災計画（案） 

③ 申請者の資格証明書 

   ア 熊谷市民の場合 

    ➤ 申請者全員について住所が記載された本人確認書類 

（官公署発行の書類） 

※ 申請者が地区防災計画（地元案）の対象地区内の住民であることを確認するため。（住民

票または、運転免許証、個人番号カード、住民基本台帳カード等の写し） 

   イ 法人の場合 

    ➤ 法人の登記事項証明書 

※ 申請者が地区防災計画（地元案）の対象地区内に事業所等を有する法人であることを確

認するため。 

○○地区防災計画(素案) 

熊谷市防災会議 

熊谷市防災計画 

提案 
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〇 地区防災計画に定める項目・内容等 

 

地区の防災意識を高めるために、防災研修会に参加したり、防災訓練や意見

交換会を実施したりして、共助で防災意識に取り組む意識を高めましょう。 

また、策定に当たっては、中心となって計画を作成する組織を決め、地域防

災を担う関係者（自治会、自主防災組織、学校関係者、消防団、商店街等）を

巻き込み広く意見を聞きましょう。 

なお、計画は地区住民のためにあることから、関係者の役員会や代表者のみ

で共有し、完結するだけではなく、研修会や、防災訓練を実施し、地区住民に

とって身近な計画となるように工夫しましょう。 

 

【計画の基本事項】 

□ 地区防災計画の策定趣旨・目的など基本方針 

□ 「平常時」の取組、「災害時（非常時）」の取組（防災・減災対策） 

□ 避難行動要支援者（災害時要援護者）の支援の取組 

□ 地図（防災マップ）を作る（視覚的に地区特性を把握するため） 

□ 計画策定後の研修、訓練の実施の考え方 

などを盛り込み地域の特性や課題を踏まえて、計画を策定します。 

 

【計画の構成(イメージ)】 
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〇 地区の特性を知り、想定される災害を考えよう 

 

過去にどんな災害があったか、どんな災害が想定されるのかを考え、地区の特

性を知りましょう。その際に、熊谷市ハザードマップや、気象庁のホームページ、

図書館等を活用しましょう。以下は、確認項目の例です。 

 

【地区の特性の確認項目】 

 

このほかにも、地域のみなさんで意見を出し合い、地域の特性に応じて、チェ

ック項目を追加していきましょう。 

 

 

 

✔ 地区の特性の確認項目(例) 

 過去に災害が起こった場所はないか 

 がけ崩れの危険性や土砂が広がると考えられる場所はないか 

 河川等がどこにあるか。河川堤防，水門の場所はどこか，状況はどうか
（老朽化・脆弱性等） 

 海抜が著しく低い場所はあるか。河川の河床より低い場所（天井川）は
あるか 

 決壊しそうな（したことがある）河川はあるか 

 洪水で浸水が考えられるのはどの範囲か 

 ため池の護岸の場所はどこか，状況はどうか（老朽化・脆弱性等）。埋立
地や湿地，沼地はないか 

 土地が陥没しそうなところはないか 

 大雨が降った場合に，浸水しそうな（浸水したことがある）場所はどこ
か 

 
地震で倒壊の可能性のあるブロック塀や電柱，街灯，大木などはないか 

 地震で落下しそうな看板などはないか 

 高層建築物などのガラスが割れて，飛散しそうな場所はないか 

 地震で高架道路等から通行車両が転落しそうな場所はないか 

 マンホールや貯水槽のフタは大丈夫か（人が落下しそうな場所はないか） 

 危険物や化学薬品等を扱っている事業所はないか 
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〇 防災マップを作ってみよう 

 

地区の特性を知るために、実際に街歩きをしながらチェック項目を確認し、

気づいた点や危険箇所を地図に記して、地区独自の防災マップを作りましょう。

写真やコメントを入れるとより分かりやすくなります。 

 

【作成手順（例）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【基本事項】 

① 地区の現状・問題点を把握 

② 調査時間は歩いて１時間から１時間３０分 

    （水分補給と休憩をこまめに。体調に気を付けて活動） 

③  地図を持って、班ごとに、くまなく、まち（地区）を歩く 

 

【調査場所の設定】 

① 小中学校の通学路 

② 幅員４ｍ以上の道路 

③ 地域の生活道路を主に調査 等 

 

【事前調査】 

① 班長の共通認識を図るための事前調査 

 

 

【調査方法】 

① 班 編 成：１チーム７人が原則 

② 役割分担：班長、カメラ係、点検係（５人） 

③ 持 ち 物：住宅地図、カメラ、腕章、チェックシート、飲料水、事務用

品等 

④ 点検項目 

青シール：避難施設（避難所、公園、空地、避難可能な３階以上の建物等） 

緑シール：災害時に役立つ施設等（防火水槽、コンビニ、公衆電話等） 

赤シール：災害時に注意する場所（トランスのある電柱、冠水した場所等） 

黄シール：その他（見通しの悪い道路等） 
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※ 防災計画に入れる場合や

地区で配布する場合は、パソ

コンでデータ化し地図上に落

とし込むと分かりやすい。 

〇 防災マップ作成（イメージ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地図作成用グッズを揃える 

まち歩きをして、気づいた点を地図に記す。 

防災マップ完成(写真を入れると分かりやすい) 
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〇 想定される活動と防災活動 

災害時は、家屋が倒壊したり、火災が発生したり、普段使用している道路が

使用できなくなったりと、平常時とは、異なる状況が想定されます。 

平常時、発災直前、災害時及び復旧・復興期の防災活動の例としては、以下の

ようなものが想定されます。それぞれの活動を検討し、計画に反映させます。 

【各段階の活動例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 防災用資機材 

地区で備えてある資機材について、一覧を作成しておきましょう。また、鍵

の保管者や保管場所について、事前に整理しておくと、いざというときに慌てる

こともありません。また、追加で必要な資機材についても確認しておきましょう。 

【備える資機材の例】 
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〇 体制の整備 

地区で活動する組織の体制を考えておきましょう。活動は多岐に渡るため、

あらかじめ活動班ごとに役割を決め、連絡網を整備しておきましょう。 

また、役割は災害時だけではなく、平常時の役割も決めておきましょう。 

 

【各班の役割】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このほか、避難所運営に関する役割やルール、指定緊急避難場所・指定緊急避

難所や、行政機関等の連絡先などを記載しておきます。 
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検討した活動や体制をもとに、特に重要性や必要性の高いと考える訓練を実

施し、有効性を検証してみましょう。訓練の中から改善点を発見し、検証、改善

へと繋げ、計画に反映しましょう。 

 

〇 計画策定時の取組み 

計画が、地区住民に共有され、有効な活動が行われるように、想定した災害を

もとに訓練を実施し、有効性を確認してみましょう。訓練後には振り返りを行い、

見つかった課題などを検討し、計画に反映しましょう。 

 

〇 計画策定後の取組み 

計画を策定、提案後も、定期的に訓練などの検証を通して、より地域の実情

に合った有効性の高い計画にするために、必要に応じて計画の見直しや更新を

していきます。内容によっては、熊谷市防災会議で審議する場合がありますので、

見直す際は、熊谷市危機管理課へお問い合わせください。 

 

①  訓練メニュー例【状況別訓練】 
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②  訓練メニュー例【机上訓練/防災運動会】 
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４ 補助金申請の流れ 
 

 

 

 

 

 

 

 

【地区防災計画策定補助金制度】 
 

 地区防災計画の策定を支援するための補助金をご用意しています。 

補助金は事前申請が必要となりますので、次のページの流れに沿って 

手続きをお願いいたします。 

 

〇 補助内容 

地区防災計画の策定及び訓練実施に係る経費  

補助率：５分の４（１組織 1 回） 

上限額：４００，０００円（小学校区、自治会連合会レベル） 

５０，０００円（単独の自主防災組織） 
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補助金申請手順 

① 「策定事業計画書」（P15）提出 

 

②「交付申請書」（P16）提出 

 

※ 事前に市危機管理課へご相談ください。 

※ 申請書には、必要経費一覧を添付してください。 

事

業

実

施

前 

 

 

 

事

業

実

施

後 

③「計画提案書」（P17）提出 

※ 地区防災計画（素案）、地区防災計画（概要版）A４で１枚程度、

資格証明資料をそれぞれ添付してください。 

 

※事前に市危機管理課へご相談ください。 
④「実績報告書」（P18）提出 

※ 申請経費に係る領収書（写し）・地区防災計画（素案）を添付 

市「決定通知書」発送 

※ 決定通知日以降の経費の

申請経費が補助対象となりま

すので、決定通知日以前に購

入した消耗品等は補助対象と

なりません。。 

市「確定通知」発送 

※ 決定通知日以降の経費の申

請経費が補助対象となりますの

で、決定通知日以前に購入した

消耗品等は補助対象となりませ

ん。 

⑤「請求書」（P19）提出 

入金確認 

地区防災計画（素案・概要版）策定 

市 補助金を入金 
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５ 様式集（補助金申請様式・地区防災計画提案書） 
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様式第４号（第５条関係） 

地区防災計画策定事業計画書 

  年  月  日  

 

 

熊谷市長          宛 

 

住  所              

代表者 氏  名           ㊞  

電話番号              

 

地区防災計画策定事業を計画しましたので、次のとおり届け出ます。 

１ 小学校区 

又は自主防災組織の名称 

 

２ 組織の構成 自主防災組織     団体 

世帯数        世帯 

３ 事業内容  

４ 収支計画 

  （内訳） 

<収入> 

・ 団体負担金 

・ 市補助金 

 

<支出> 

 

 

 

 

５ 計画策定時期 年   月   日    
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様式第２号(第４条関係) 

自主防災組織補助金交付申請書 

 

年  月  日  

 

 

 熊谷市長      宛 

 

 

小学校区又は自主防災組織の名称  

 

住  所             

                 代表者 氏  名          ○印  

電話番号             

 

 

  自主防災組織補助金の交付を受けたいので、次のとおり申請します。 

１ 補助金の種類（申請する補助対象事業にレ印を付けてください。） 

  自主防災組織結成事業 

 防災訓練実施事業 

 資機材整備事業 

✔ 地区防災計画策定事業 

 

２ 交付申請額            円 

 

３ 添付書類  ・地区防災計画策定事業計画書 

        ・必要経費一覧（見積書の写し） 
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年  月  日  

 

熊谷市防災会議会長 熊谷市長       様  

 

 

              提案者 住 所 熊谷市 

                  団体名  

                            代表者             ○印  

 

   

地区防災計画提案書 

  

標記件について、災害対策基本法第４２条の２第２項の規定に基づき、 熊谷

市地域防災計画に下記の地区防災計画を定めることについて、必要書類を添え

て提案します。  

  

記 

  

1 計画名称   ○○地区防災計画 

  

２ 提案者  

住 所 熊谷市 

団体名  

代表者  

連絡先（電話番号等）  

  

３ 添付書類   

（１）「○○地区防災計画（住民案）」 

   （２）「○○地区防災計画（住民案・概要版）」 

 （３）資格証明資料 

     （ア）住民票（提案者が個人の場合） 

     （イ）登記事項証明書（提案者が法人の場合） 
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様式第６号（第７条関係） 

自主防災組織補助事業実績報告書 

 

令和  年  月  日 

 

熊谷市長          宛 

 

 

                     自主防災組織名 

  

住  所              

代表者 氏  名           ㊞  

電話番号              

   

令和  年  月  日付け熊危管発第   号で補助金の交付決定の通知

を受けた自主防災組織補助事業が完了したので、熊谷市補助金等の交付手続等

に関する規則第１２条により、関係書類を添え、次のとおり報告します。 

 

総事業費             円 

上記の内

訳 

品 名 数量 単価 金 額 購入年月日 購入先 

      

      

      

      

      

訓練補助

金の場合 

開催日時  

場  所  

訓練内容  

参 加 者  

添付書類 

 

⑴ 支出証拠書類の写し 

⑵ 写真 
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様式第８号（第１１条関係） 

自主防災組織補助金交付請求書 

 

令和  年  月  日 

 

 

熊谷市長          宛 

 

 

                      自主防災組織名 

 

住  所              

代表者 氏  名           ㊞  

電話番号              

   

 

自主防災組織補助金交付要綱の規定により、自主防災組織補助金を下記のと

おり請求します。 

 

記 

  

 １ 請求額  金         円 

 

 ２ 振込先 

金融機関名  支  店  

口座種別  口座番号  

フリガナ  

口座名義  

 

 

 

 

 

 

 



 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年３月作成 
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